
今、伝えたい

～それぞれのダブルケア～

講師：一般社団法人ダブルケアサポート代表理事 東恵子
資料提供：横浜国立大学相馬直子教授、英国ブリストル大学山下順子講師
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2025年11月1日
新潟青陵大学学会

０１．自己紹介

一般社団法人ダブルケアサポート 理事 植木 美子 （うえき よしこ）
ＮＰＯ法人てとてと陽だまり理事長

私たちは地域で子育て支援・まちづくり取り組んでいます。

０２．ダブルケアとは

2012年度～東アジア比較調査研究実施における、分析概念から出発。
（横浜国立大学相馬直子氏・英国ブリストル大学山下順子氏他）

育児と介護の同時進行における実態やその構造を問題化するために概念化

１）狭義 ： 育児と介護の同時進行

・子育てと親の介護に同時に直面すること
・世代間のケアリンク（団塊ジュニア、団塊世代）

◎育児（子育て）の定義
調査研究では末子6歳未満
子どもが小さくないと育児（子育て）と言えないのか？

学齢期、思春期、青年期、成人後も経済的自立をしていない子ども…

２）広義 ： 家族や親族等、親密な関係における複数のケア関係、そこにおける複合的課題

・夫のケア、自分のケア、障がいのある兄弟のケア、非正規シングルと親のケア、
障がいのある成人と親のケア、多文化家庭におけるケア関係etc
・ダブルだけではない実態、トリプルケア、etc
・ダブルケア家庭の子ども➩ヤングケアラーの可能性

一般社団法人ダブルケアサポート 代表理事 東 恵子 （あずま けいこ）
2012年～ダブルケア（育児と介護の同時進行）調査協力

調査結果をダブルケア当事者の支援実践へ
ダブルケアサポート横浜（クラウドファンディングに挑戦）

⇒2016年8月 一般社団法人ダブルケアサポート設立

NPO法人シャーロックホームズ 理事長
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０３．なぜ今ダブルケアが問題なのか

【男性稼ぎ主型社会】

男は仕事

女は家庭 ← 子育てや介護の責任を果たすのが当たり前という規範

↑

制度

ダブルケアを取り巻く社会の変化

１ 晩婚化と晩産化

子育てと介護が同じ時期にやって来るようになる＝子育てと介護のダブルケア



２ 少子高齢化

３．労働環境の変容

■雇用の質の劣化

・非正規化、非正規共働きの増大

・若年層の非正規化、ニート問題＝親の子育て責任（経済的・精神的扶養）の長期化、貧困の連鎖

■女性の就業率の上昇

・団塊世代：介護＋孫支援（＋子育て）＋仕事

・団塊ジュニア世代以降：子育て＋介護＋仕事

■男性の長時間労働、ケアと仕事の両立困難、

出産・育児離職、介護離職、ダブルケア離職

４．地域・親族ネットワークの縮小、家族機能の変容

・頼れる親族、近所の知り合いがいない

・兄弟姉妹数の減少⇒介護や育児を分担できるネットワークの不在
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０４．ダブルケア調査から

政府によるダブルケア調査（2016年4月発表）

●就業構造基本調査により推計されるダブルケアを行う者の人口は約25万人（女性約17万人・男性8万人）

●15歳以上に占めるダブルケアを行う者の割合は約0.2％、育児を行う者に占める割合は約2.5％、介護を
行う者に占める割合は約4.5％

多様化する介護の実態に即しているのか？

《ダブルケア研究プロジェクト》
日本学術振興会 科学研究費（基盤B)「東アジアにおける介護と育児のダブルケア負担に関するケアレ
ジーム比較分析」（研究課題番号24310192、2012年度〜2014年度）、横浜国立大学経済学部アジア経済
社会研究センターの研究プロジェクト

【研究メンバー】
相馬直子：横浜国立大学准教授、山下順子：英国ブリストル大学専任講師
陳国康（Raymond K.H. CHAN）, 香港市立大学教授（香港）
宋多永（Dayoung SONG）, 仁川大学校教授（ 韓国）
王永慈（Kate Yeong-Tsyr WANG）, 国立台湾師範大学教授（台湾）
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通院の送迎外出の手助け

入退院の手続き
介護サービスの調整、

手続き、定期的な見守り

買い物の手伝い、定期的な声
かけ（見守り）、金銭管理

緊急入院など緊急時
の対応

実態調査第１〜４ステージ

定量調査

• 第1ステージ：2012年9月 横浜市内の子育て支援センター３箇所で、質問紙票調査（N=559)

• 第2ステージ：2012年12月から2013年1月 横浜、静岡、京都、香川、福岡で子育てメールマガジン登録
者対象に携帯調査（N=933) 同上

• 第3ステージ：2013年11月から2014年2月 横浜、京都の一時保育、学童、子育て支援センターで質問
紙票調査(N=402)

＝＞サンプル数：日本：1894 韓国：556 台湾：331 香港：591

• 第４ステージ

①２０１５年５月１日〜７月３１日（LOCAL GOOD YOKOHAMAクラウドファンド期間）、

②９月１〜２４日（NHK「あさいち」ダブルケア特集放映前後の期間）

サンプル数     ①322 、② 53 計  375

定性調査 対面および電話調査、32ケース



第５ステージ（ソニー生命連携調査）

2015年8月19日～8月21日、全国の大学生以下の子どもを持つ母親に対し、「ダブルケアに関
する調査」をインターネットリサーチで実施（調査協力会社：ネットエイジア株式会社）

サンプル数 1,000

第６ステージ（神奈川ワーカーズコレクティブ連合会・横浜国大合同調査）

2015年12月～2016年2月、神奈川ワーカーズコレクティブ連合会のワーカー・利用者を対象に、
狭義と広義のダブルケア実態調査

サンプル数 2,961

第７ステージ（ソニー生命第2弾連携調査）

2016年10月29日～11月6日、全国の大学生以下の子どもを持つ父親・母親に対し「ダブルケアに関する
調査2017」をインターネットリサーチで実施（調査協力会社：ネットエイジア株式会社）

サンプル数2,100

第８ステージ（ソニー生命第3弾連携調査）

2018年2月28日～3月5日、全国の大学生以下の子どもを持つダブルケア経験のある男性・女性に対し
「ダブルケアに関する調査2018」をインターネットリサーチで実施（調査協力会社：ネットエイジア株式会
社）

サンプル数1,000
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第９ステージ（ソニー生命第3弾連携調査）

2023年10月2日～10月6日の5日間、ダブルケアに現在直面しているもしくは過去に経験した人を対象に
「ダブルケアに関する調査2023」をインターネットリサーチで実施（調査協力会社：ネットエイジア株式会
社）

サンプル数1,000

日韓ダブルケア支援プロジェクト（トヨタ財団）調査

2024年12月～2025年5月、全国のダブルケア支援者を通じた、ダブルケアラーへのヒ
アリング調査を実施予定。子育てと介護のダブルケアに限らず、多重ケア、ヤングケ
アラーも含む。

サンプル数 ダブルケアラー35、ヤングケアラー支援者4、行政関係者14

広義の意味の介護を被調査
者に紹介

何が介護を構成するかの
主体的な判断

介護政策によって定義され、
提供されている介護サービス
に対する批判的な検討

介護は、買い物代行、精神的支え、愚痴を聞く、定期的な電話での安否確認、
介護サービスのマネージメントを含む 
介護は、買い物代行、精神的支え、愚痴を聞く、定期的な電話での安否確認、
介護サービスのマネージメントを含む 

研究者による「介護」の定義
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男女別

世代別

ダブルケアの負担感

出典：第9ステージダブルケア実態調査（ダブルケアに関する調査2024（ソニー生命連携調査） ）

出典：第9ステージダブルケア実態調査（ダブルケアに関する調査2024（ソニー生命連携調査） ）

男女別

世代別

ダブルケアで不安（気がかり・心配）なこと
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ダブルケアで大変だったときに、誰に支えられたか

出典：第9ステージダブルケア実態調査（ダブルケアに関する調査2024（ソニー生命連携調査） ）

一定のダブルケア離職

職場の両立しやすさのジェンダー差

出典：第9ステージダブルケア実態調査（ダブルケアに関する調査2024（ソニー生命連携調査） ）

出典：第8ステージダブルケア実態調査（ダブルケアに関する調査2018（ソニー生命連携調査） ）



理想

実際

出典：第9ステージダブルケア実態調査（ダブルケアに関する調査2024（ソニー生命連携調査） ）

ダブルケアと仕事の両立 理想と実際

30代の2割は「介護先行型ダブルケアラー」

人生におけるケアの距離感と連続性



・ 緊急時に利用できる一時保育や保育所の優先入所、保育所とデイケアの送迎時間を揃える

・ 縦割りの子育て・介護支援の連携、ダブルケア相談窓口や情報支援

・ ケアマネジャーやヘルパーの役割の大きさ

・ 高齢世帯の年金・医療・介護保険の重要性

・ 働き方の問題、企業側の支援

・ 教育のあり方

・ 当事者がつながり、思いや悩みを共有できる場

調査から見えてきたダブルケアラーのニーズ

・ ダブルケア問題の社会的に認知

・ 市民生活の多様化・複合化を踏まえた、政府・自治体によるダブルケアの実態把握の必要性

・ 各支援領域の連携：例）利用者支援員（子ども・子育て新システム）、生活支援コーディネーター

（介護保険制度）、自立相談支援事業の相談員（生活困窮者自立支援制度）間の連携

・ 各制度領域間の情報統合

・ 各支援現場での「ダブルケア視点」の認知、ダブルケア事例のケース分析とケースワーク

・ 介護と育児の総合的相談機能

・ 介護施設や保育施設の入所基準をダブルケア視点から見直す

制度の「狭間」：ダブルケアに集中する政策のしわ寄せ

１ 各制度自体の不足（制度はあるが量的不足）、年金制度、保育・介護制度の量と質の不足

２ 制度間の不整合、非効率、領域横断性の不足：子育て・介護・障害など個別制度間の連携
や柔軟性が低く、ダブルケア世帯にとって使いにくい

３ 子育て／介護／障害／生活困窮支援の連携が弱い所も（多重ケア世帯の困りごとを総合的
に相談できる所が少ない等）

０５．ダブルケアラーの声

「共創型調査」から得られた当事者の声

日韓ダブルケア支援プロジェクト（トヨタ財団）の調査で生まれた調査方法

調査対象者･･･全国のダブルケア支援者や研究者の知り合いを通じて募集

調査実施者･･･ダブルケアカフェなど地域の支援現場の実践者が中心。記録係兼時間管理
係（研究者）とペアで実査

＊実査に関わる全メンバーは、研究倫理のeラーニングや研修を受講し、横浜国立大学研
究倫理委員会と帝京大学医学系研究倫理委員会の倫理審査を受けた。

「共創型調査」とは



「共創型調査」の意義

・調査員による深い傾聴の姿勢で当事者の想いや語りを丁寧に引き出し、受け止めるこ
とができる。

・当事者が「当たり前」としてあえて言葉にしない感情や動きを、ケア経験者である調査
員によって可視化できる。

【内訳】
性別 ： 女性32名、男性3名
全体平均年齢 ： 41.7歳 （女性42.0歳、男性37.7歳）
ケア対象者の傾向 ： 親の介護、子育て、障害のある子ども、パートナーなど
就業状況の傾向 ： フルタイム12、自営フリーランス8、就業なし8、 パートアルバイト7

ダブルケアラー35名の声から

印象に残ったフレーズを書き留めてみましょう

ダブルケアという状況の「性質」

・集中性 一人（大多数の場合は女性）にケガ集中
・多様性 介護と子育てだけではおさまらない
・複数性 障害のある子どもと高齢者のケアなど、複数人のケアニーズが発生
・連続性 尽きることなく続くケア労働
・多層性 縦割り福祉が多種のサービスを生み出しそれらを使いこなすマネジメント

や連絡調整などの「見えにくいケア」も家族が担う
・地域性 家制度が残っている地域ほど外から見えにくい
・相互性 子どもや高齢者などのケアの受け手と、ケアラーの心身の健康や経済状況

が関係しあう

ダブルケア調査2025速報 政策提案書



０６．ダブルケア支援の動き

1. ２０１５年３月 国会予算委員会（薬師寺議員）：本研究の言及

2. ２０１５年４月 まち・ひと・しごと創生会議：本研究での言及

3. ２０１５年６月２２日 男女共同参画会議 「男女共同参画・女性活躍の推進に向けた重点取組事項につ
いて」において「ダブルケア」への言及

4. ２０１５年６月２６日 政府「女性活躍加速のための重点方針２０１５」にて、「ダブルケア問題の実態につい
て調査を行い、その結果等も踏まえ、必要に応じて負担の軽減の観点からの対策の検討を進める」と、よ
り具体的に記述

5. ２０１６年４月公表 内閣府による「育児と介護のダブルケアに関する実態調査」

6. ２０１６年１０月公表 厚生労働白書にダブルケア掲載

7. ２０１７年２月７日 厚生労働省 「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部「地域共生社会の実現に向け
て（当面の改革工程）発表

8. ２０１８年３月 『地域包括支援センター運営マニュアル２訂』第２章総合相談支援業務 大幅追加

9. ２０２１年４月 社会福祉一部改正、重層的支援体制整備事業の制度化

10. ２０２４年 参議院と衆議院に「ダブルケア支援法案」（育児・介護二重負担者の支援に関する施策の推進
に関する法律案）提出される

国政課題へどう問題化されたか
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市町村のダブルケア支援の動き（一例）

・ダブルケア相談窓口の設置 大阪府堺市 2016年10月～
全７区の区役所の基幹型包括支援センターに、子育て・介護の両方の相談に応じる

「ダブルケア相談窓口」を設置。介護の専門的な知識をもつ職員が、介護とともに子育ての
相談にも 対応。職員は子育てについての研修を受講。

・ダブルケア支援人材育成 京都府 2018年12月～
市町村ダブルケア対応向上研修の実施 ダブルケアサポーター養成講座の実施

・子育て世代地域包括支援センターで相談対応 2016年10月～京都府亀岡市

・情報集約、ハンドブック作成 岐阜県 2018年3月、 岩手県 2020年9月 など

・実態調査の実施 北九州市、広島県、北海道、岩手県など

・保育、特養の入所基準の見直し
大阪府堺市・静岡県・横浜市・世田谷区（緊急保育）



ダブルケアになったと時に情報がなかった！
という声で生まれた「ハッピーケアノート」

当事者の声から始まった、当事者による支援

◎ダブルケアカフェ（共感の場づくり）
・芹が谷コミュニティてとてと 陽だまりで開催のおしゃべりカフェ
・地域包括支援センターで開催のダブルケアカフェ
◎全国に広がるダブルケア支援
香川県坂出市、岩手県奥州市、京都府、名古屋市
東京都杉並 など

出典：もっと！ハッピーケアノート
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出典：ダブルケア支援者マップ

◆ダブルケア月間
2月2日は「ダブルケアの日」

https://wcaremonthly.jimdofree.com/

０７．ダブルケア月間へ、あなたの一歩を
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